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課題：かつての単一的なまちの骨格により失われる色 提案：色を生み宮崎市の未来を描く

■“色” を大切にしたまちづくりの歴史

①風景の色：土地の “色” が薄れつつある場所

②活動の色：プレイヤーの “色” の減少

単一的なまちの骨格と多様化したライフスタイルのズレによって
①風景の色　②活動の多様性　の色の２種類の「失われる色」の課題が生じている。

本提案では、変わらない街の骨格とライフスタイルの変化のズレにより生じた “失
われた色” を取り戻すために、宮崎の発展を支える三原色と捉えた『自然』・『産
業』・『暮らし』を混ぜ合わせることで多様な “風景の色” と “活動の多様性の色”
の 2種類の色を生み、宮崎市の未来を提案する。

阿波岐原森林公園と周囲の地域の関係性現地調査：美しい色が失われつつある風景

遊休農地 滞留空間がない使われない海浜

現地調査を通して、宮崎市の美しい風景の魅力は太陽に照らされた千変万化する色であ
ると感じた。

その一方で、宮崎駅周辺の駐車場や遊休農地等のように、本来の宮崎市の魅力である色
が失われつつあると感じた土地も多く見受けられた。

宮崎市の歴史と共に歩んできた阿波岐ヶ原森林公園は、周囲とつながる動線が多く存在している。
さらに南北に長く位置する立地から、宮崎市の様々な場所と繋がるポテンシャルを持っている。
そして、シーガイアなどの多くの観光施設があり、外から入っ てくる人達の出迎えの場となっている。
そこで、阿波岐ヶ原森林公園を外から入ってくる人たちが宮崎をめぐるきっかけとなる玄関として位置付ける。

1936 年 1950 年 1965 年

宮崎観光の父
岩切章太郎 『大地に絵を描く　ー岩切章太郎』

今まで私がしてきたことはすべて、宮崎の大地をカンバスに
してかき続けて来た一枚の絵だったのである。

　　絵だから、一本の木にも、一つの色にも、非常に細かい
心づかいをしてきたのである。

漁礁ビーチ

お田んぼ道市場

ヒムカー広場

空き家植物園

里山ホテル

新婚旅行ブーム定期観光バス

フェニックスの植樹
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２
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分析：土地利用から見る宮崎の三原色

①宮崎市の土地利用を見ると、河川や山、海、防風林などの自然環境。農業、漁業、林業、
畜産業などの産業。低地に位置した暮らしがそれぞれが単一的に位置している。
②現代の宮崎市は自然・産業・暮らしの “宮崎の三原色” によって形成されたまちの大
きな骨格が現在も変わらずに残っている。

自然

暮らし暮らし

産業 産業 産業

暮らし

自然 自然

一方で、かつてと変わらない単一的なまちの骨格と、時代の流れの中で多様化した現
代の生活の間に生じるズレによって、「失われる色」の課題がある。
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砂浜の減少

砂浜

住吉海岸

護岸
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水際線

水際線

水際線

■海の色 砂浜の減少の課題とそれに伴う海の生物
多様性の色の課題がある。
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※耕地利用率～耕地面積を100とした場合の作付延べ面積の割合

耕地面積、作付延べ面積の推移

耕地利用率(%)

35.935.033.532.331.431.231.031.230.8

担い手への農地集積面積等の推移

13
129

122

112 110
107.2 107.3 107.6 107.2 107.0 107.0106.3 106.4 105.7 105.0 104.0 104.2

■農の色 担い手の減少による耕地利用率の低下から農の風景の色が
失われつつある。

■まちの色
未利用地 ( 駐車場 ) の増加に
より、無機質な風景の増加に
つながっている。

■暮らしの色
空き家の増加により暮らしの
風景の色が失われる。

宮崎市の空き家の位置マップ
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人工林伐採面積と再造林の状況

針葉樹主伐推計面積 再造林面積 再造林率

■山の色
林業の就業者数の減少により放棄林が増え山の色が失われている。 少子高齢化と観光客数の減少により、新たなプレイヤー

が減っていることが分かる

空地率　周辺市街地における駐車場の割合
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民間事業者 民間事業者 民間事業者

土地の所有者

低未利用土地利用促進協定

土地の提供

占有許可申請

占有許可

空き家 駐車場 遊休農地

大学 地域のお店商店街組合 NPO法人 観光協会生産農家自治会

林 宮崎海岸

林野庁・国土交通省

宮崎市に色を塗るコンソーシアムメンバー

様々な分野の
民間事業者を繋げる

色
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
場
所

様々なプレイヤーにより宮崎が彩られる

マネジメント：色を生み描くプレイヤー
PFI 事業と低未利用土地利用促進協定によ
り色を失いつつある場所を、
宮崎市を通して様々な分野を専門とする民
間事業者につなげることで、様々な過ごし
方や活動、空間が生まれ宮崎市に新たな色
を増やしていくプレイヤーが広がる。

設計手法：宮崎の三原色から生まれる新しい色

宮崎の三原色を混ぜ合わせ

産業

自然
暮らし

色を失いつつある土地を対象地に 新たな色を生み出す

敷地同士がひとの移動や物質の動きでつながる宮崎市全体に新たな色が広がる

■日時計の舞台 ■木漏れ日のリビング ■日の出の回廊Site0：日光の道標
観光客、地域住民などの多様な人を受け入れる玄関口となる
阿波岐原森林公園。
周辺とのアクセス性を活かし宮崎市の各パレットとつなげて
いく拠点に複数個所の『日光の道標』を提案する。
宮崎の自然の魅力である日光を用いた様々な揺蕩う空間表現
に誘われ人々は宮崎中心部へと送り出される。

暮らしの色が薄れた空き家を対象に、街中
に広がる植物園を提案する。空き家の骨格
を活かすことで、宮崎の家屋の特徴を感じ
られる新たな観光と居場所が広がる。
周辺住民やNPO法人、フローランテ宮崎
と連携した運営により街全体に植物を育て
る活動の色が広がる。

砂浜の減少により薄れた色の海岸に対して、林業の間伐
材を再利用した漁礁を提案する。漁業と林業の関係者が
一帯になって生態系と風景を守る場となる。
さらに、浜と暮らしの関わりの薄れた色をスポーツの場
を通して濃くしていく。

農家の減少により色を薄なった遊休農地
に、観光客と住人の動線を通すことで、
日光のもとで育った宮崎の色である野菜
をその場で味わうコミュニティの場を創
出する。
ハレの時には祭りの会場や青空教室とし
て使われ新たな風景が生まれる。

クロマツと、林床の管理により立ち現れる舞台では周辺地域を引き込んだパフォー
マンスの場となる。有機的な園路は導くように宮崎市中心街とつながる。

木漏れ日リビングでは誰もが自由に過ごす余地がある居場所が現れる。
日本語特有の “木漏れ日” を外国人観光客が味わい宮崎市の魅力を知る。

森林公園と海岸をつなげる二方向の回廊は夏至と冬至の日の出の軸をとる
ことによって、宮崎市の移り変わる多彩な太陽の魅力を体験する。

駐車場になり、色が薄れた未利用地を対象に宮崎市
商店街連合が中心となって、イベント広場としても
利用できるような場とする。2.5×2.5 の太陽光ライ
トによるグリッドは、駐車桝とイベント時の屋台区
画の二種類の色を持つ。
また太陽のエネルギーを転換して、夜間の風景を彩
る。

林業の後継者が減り、管理されず色が薄
れた放棄林に、観光者の林業体験型宿泊
施設を提案する。南九大の圃場施設も兼
ねた教育の場としての色を持つことで里
山の管理と交流により新たな色の後継者
の発掘にも寄与する場となる。

６

８

７

・林業の後継者の減少によ
る失われた山の風景の色
・里山の管理不足による生
物の色の減少

・少子高齢化による人の暮
らしの色の喪失

・回遊性により生まれる人
の活動の色の喪失
・街中のみどりの色の喪失

・農業後継者不足による農
の色の喪失
・ソーラーパネルの設置に
よる無機質な風景の色

・砂浜の流出により失った
生物の色
・居場所がなくゴミが増え
薄れた人の活動の色

・林業での間伐材を利用した漁
礁により砂浜の流出を抑える。
・スポーツの場としての人の居
場所により交流が生まれる。

・ウォーカブルな暮らし
・夜の風景の色の創出
・イベントの場により発
信の機会が生まれる

・広がる宮崎の南国らし
い色
・住民のコミュニティの
場による出会いの創出

・新たなライフスタイルの
中での後継者の発掘
・山の彩りと生物多様性を
取り戻す

・新たな産業の形とその場
で味わうツーリズムによる
コミュニティが生まれる
・生物と触れ合う場の創出

Site1：漁礁ビーチ

Site4：ヒムカー広場Site3：空き家植物園

Site2：お田んぼみち市場

Site5：里山ホテル


